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　私の遊びの結果は、多西支店内に展示させていただいています。気が付いたことがありましたら教えてください。               
文：　富山　一さん（多西地区）

表
紙
の
こ
と
ば

春の日に

西多摩の平野部にある古民家 春を感じる藤とかやぶき屋根 関東地方の一般的な古民家

鹿
田
さ
ん
ご
一
家
は
家
族
で
１
９
７
８（
昭
和
53
）年
の
創
業
か
ら
、

理
容
室
を
営
ん
で
い
ま
す
。
早
苗
さ
ん
は
、
ご
両
親
か
ら
店
を
継
い

だ
２
代
目
。
将
来
は
娘
夫
婦
に
経
営
を
継
い
で
も
ら
う
た
め
に
、
新

し
い
設
備
を
導
入
す
る
な
ど
、
店
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

休
日
は
ご
主
人
と
愛
犬〝
チ
ョ
コ
ビ
〞と
日
帰
り
旅
行
に
行
き
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
働
く
妹
の
泰
枝
さ
ん
は
、
カ
ッ
ト

と
エ
ス
テ
を
担
当
し
て
い
て
、「
お
客
さ
ま
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

場
所
に
し
た
い
」と
話
し
ま
す
。
楽
し
み
の
幼
馴
染
と
の
日
帰
り
弾

丸
旅
行
で
は
、
ご
当
地
の
名
産
を
食
べ
る
旅
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

娘
の
久
美
子
さ
ん
は
、
育
児
を
し
な
が
ら
店
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
が
楽
し
く
、
育
児
や
家
事
の
息
抜
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夫
の

功
太
郎
さ
ん
は
吉
祥
寺
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
２（
令
和

４
）年
か
ら
次
期
３
代
目
と
し
て
共
に
働
い
て
い
ま
す
。
趣
味
は
週

１
回
の
フ
ッ
ト
サ
ル
。
お
客
さ
ま
と
の
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ク
も
盛
り
上

が
り
ま
す
。
休
日
に
は
陽
依
ち
ゃ
ん
と
大
和
君
と
公
園
に
遊
び
に
行

く
こ
と
や
、
家
族
で
の
日
帰
り
旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
陽
依
ち
ゃ
ん
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
大
好
き
で
、
塗
り
絵
や
折
り

紙
な
ど
を
よ
く
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
シ
ル
バ
ニ
ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
も

お
気
に
入
り
で
す
。
大
和
君
は
23（
令
和
５
）年
４
月
か
ら
保
育
園
に

入
園
。
車
が
大
好
き
で
、
特
に
大
型
車
両
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞
こ
え

る
と
店
の
窓
ま
で
走
っ
て
行
き
、
窓
ガ
ラ
ス
に
張
り
付
い
て
見
て
い

ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
２
人
の
成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　「かやぶき屋根」の家にも春が来ました。おばあちゃんが針刺しを立て日当たりの良い縁
側で繕い物をし、側で猫が毛繕いをしています。庭ではニワトリが「コッコ、コッコ」と首
を振って遊んでいます。そんな光景が昔はどこでも見られました。
　かやぶき古民家といえば、地方により形や大きさなど色々な特徴があります。その中
で今後残る可能性のあるものとしては、世界遺産となった岐阜県白川郷・富山県五箇山
の合掌造り集落、福島県奥会津大内宿の古民家群、京都府南丹市美山のかやぶきの里
などの観光地となっているところ。またはほんの一部の商業施設や自治体による保存目的のものなどに限られて
います。一般的にどこでも見られた光景は、私たちの記憶からもやがて失われていくものと思われます。こんな
素晴らしい風景を作り上げた先人の文化がいつまでも私たちの心の中に残ってほしいと思っています。
　私はそんな懐かしい古民家を、ミニチュアで立体的に作ってみたいと考えました。とはいえ指示を仰ぐ先輩も
資料も見つけることが一切できませんでした。従って全部が自己流であり、自己満足の物です。子供の頃の「か
やぶき屋根」の記憶をもとに、割り箸を切って柱や梁を作り、厚紙を切って壁を作り、かやぶき屋根には川原に
生えている葦のススキを使って古民家風の物を作りました。庭木等は枯れ草や実を使い、ペンキで色付けして木
の感じを出しました。私の作品は全部が自己流であり、感じるままに作りました。

はり

あし

とみやま はじめ

四季

鹿田さんご一家（本店地区）

（長女）鈴木 久美子さん
くすず き み こ

（長女の夫）功太郎さん
こうた ろう

（孫）鈴木 陽依ちゃん
すず き ひ より

後列左から▶

前列左から▶
やす えすぎやま

 （妹）杉山 泰枝さん

やまとしかだ さなえ

 （ご本人）鹿田 早苗さん  （孫）大和くん


